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研究成果の概要（和文）： 　本研究は、「包括的な」（inclusive＝国家等の上位集団への所属感や関係性）市民性と
「多元的な」（plural＝個々のアイデンティティや個別集団への所属感）市民性との関係性に着目し、「多文化共生社
会」を前提とした新しい意味での公教育のあり方と、具体的な社会科教育カリキュラム再構築のための理論的・実践的
枠組みを提示するものである。本研究では、イングランドのシティズンシップ教育の変容や展開にヒントを得て、１．
多様な集団が新しい「包括性」を築いていく過程として教える歴史教育や、２．そのような歴史を基盤として変化して
いく地理的広がりを論じた地理教育を提唱し、いくつかの実践を開発した。

研究成果の概要（英文）：  This research explored new theory of social studies curriculum and practices bas
ed on pluralistic society. An ideology of a nation state dictates the character of social studies curricul
um. However present pluralistic society requires new curriculum theory beyond national interests. How do w
e design this kind of curriculum and practices?
  As the result of the research, we suggest 1) the curriculum of history education, in which history is no
t national history, but also history for forming people's inclusiveness, human security and sense of belon
gings. 2) The curriculum of geography education, in which region are transforming to reflect people's incl
usiveness and sense of belongings. This work also produced some distinctive learning units for primary and
 secondary schools.
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１．研究開始当初の背景 
⑴従来の公教育カリキュラムは、主権国家の
主要な価値観に基づくものであったが、
1990 年代のグローバル化や日本国内の多
文化化に呼応するように「多文化共生社
会」を基盤とする公教育が求められ、1998
年版の学習指導要領からもその点が明記
された。 

⑵しかしながら、日本における特に公民的分
野の教科書においても、従来の「国家」と、
「グローバル社会」「他国籍企業」「地方自
治体」「NPO」「個人」などの関係性が不明
瞭であった。また、イギリスにおいては
2007 年の「アジェクボ・レポート」以降、
「多文化共生社会」を基盤としながら、ど
のように「公共性」とバランスを取るかが
一つの大きな議論となっていた。 

⑶結局、イギリスでは新しい公共性としての
「Britishness」という意味が、2008 年版
のナショナル・カリキュラムでは「Share 
the Value」という言葉に弱められたが、新
しい「公共性」のあり方やそのカリキュラ
ムの基盤をどのように捉えていくかが議
論となった。その中で「包括的シティズン
シップ（Inclusive Citizenship）」という言
葉が、重要なキーワードとなっていた。 

⑷日本においても、「多文化共生社会」を基
盤とする公教育をすすめていくためには、
多文化共生社会における個々のアイデン
ティティを保持しながら（＝「多様性」）、
どのようにして公教育としての一体感を
保持するか（＝「包括性」）を具体的なカ
リキュラム原理として提案することが急
務であった。 

 
２．研究の目的 
本研究は、「包括的な」（inclusive＝国家等

の上位集団への所属感や関係性）市民性と
「多元的な」（plural＝個々のアイデンティテ
ィや個別集団への所属感）市民性との関係性
に着目し、「多文化共生社会」を前提とした
新しい意味での公教育のあり方と、具体的な
社会科教育カリキュラム再構築のための理
論的・実践的枠組みを提示することを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
⑴スワン・レポートからアジェクボ・レポー
トまでのイギリスにおけるシティズンシ
ップ教育関連の議論を分析することで、
「多元性」と「包括性」の関連付けを明ら
かにした（雑誌論文⑪、学会発表⑨など）。 

⑵また、多文化共生社会や人々の価値観の
「多様性」を前提とした教科書が、どのよ
うにシティズンシップ教育としての「包括
性」とバランスを取ろうとしているか、現
状の日英他の教科書等の分析から明らか
にした（雑誌論文②⑦⑨⑩、学会発表⑦⑧
⑨⑫など）。 

⑶その上で、実際に社会系のカリキュラムが

どのようになるのかを理論的に解明した
（雑誌論文④⑦⑩、学会発表③④⑤など）。 

⑷カリキュラムだけでなく実際の単元を開
発した（学会発表②③④） 

 
４．研究成果 
⑴「多元性」と「包括性」の両立から公教育
におけるカリキュラムを見直す時に、「公」
と「私」をとらえ直す視点として、「政治
的権利の行使の媒体として」「人間の安全
保障のためのまとまりとして」「所属感」
の三つを明らかにし、成果を公表したこと。 

⑵これらを基盤とした社会系のカリキュラ
ム構成原理を提唱したこと。すなわち、政
治的権利・人間の安全保障・人々の所属感
の拡大・変遷や、人々の選択の歴史として
の自国史や地理教育など、オープンエンド
なシティズンシップ形成のカリキュラム
を提唱し、成果を公表した。 

⑶社会の多様性を前提としながらその中で
子どもたちに価値を共有させるような、上
記の理論に基づく単元を開発し、実践した
り成果発表として提言したこと。 
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